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ＳＤＧｓおおたスカイパートナー宣言書 

(宛先)大田区長殿 

私たちは、ＳＤＧｓの内容を理解し、以下のとおり、大田区とともにＳＤＧｓの推進に取

り組むことを宣言します。 

＜宣言日＞ 2025 年 10 月 11 日 

事業者情報 

事業者名 株式会社 中村商店 

代表者 職・氏名 
職名 代表取締役 

氏名 中村 幸徳 

ホームページ URL（任意）  

事業者ロゴ（任意） 
 

 

事業者としての 2030 年のあるべき姿 

当社は大田区リサイクル事業協同組合の組合員として区内の資源回収リサイクルを受託

させていただいております。今後は SDGs の取り組みを取り入れ大田区民の皆様の期待

に添える様に事業に取り組んでまいります。 

２０３０年に向けては、今よりも質の高い資源回収リサイクル事業に取り組み持続可能な 

地域社会の基盤作りに貢献できる様に注力いたします。 

 

 

これまでに取り組んでいる・これから取り組みたいＳＤＧｓ17のゴール・目標（複数選択可）  

（これまでに取り組んでいるゴール・目標：○ これから取り組みたいゴール・目標：●）  

      

   〇 〇  

      

 〇   〇 〇 

     

 

    〇  

 

 



目標の達成に向けた取組内容等 

関連するゴール

の数字を記入

（複数記入可） 

これまでの取組内容 これからの取組内容 

11・12 

資源回収リサイクル業務は行政サ

ービスの基軸となる事業との認識

のもと責任感をもって取り組んで

まいりました。車両管理について

は法令順守を基本とし回収作業時

における安全確保、事故防止、作業

員の体調管理にも配慮してまいり

ました。 

基軸となる資源回収リサイクル事

業については SDGs の理念を取り

入れることでさらに完成度を高

め、より住みやすい地域社会作り

に貢献できる様に取り組んでまい

ります。資源回収車の回収状況を

常時監視できる GPS による車両

管理を導入し回収効率を高めるだ

けだはなく安全運行の管理を強化

し安心して住める街作りに貢献い

たします。 

5・8 
従業員が働きやすい職場作りに努

めてまいりました。 

安心して働ける労働環境作りに向

けセクハラ・パワハラの抑止に取

り組みます。 

4・11・17 

組合として、ふれあいフェスタへ

の参加や大田区内でのイベントで

の資源ごみの回収などを行ってい

ます。 

ふれあいフェスタに於いて資源リ

サイクルや SDGs の PR 活動を行

うとともに、その他のイベントで

の再生資源回収を通じて住みやす

い街作りに貢献します。 

SDGｓの理解を深めるために

SDGｓ認定資格を取得し質の高い

回収作業をめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 


